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1 は じ め に

兼松房治郎は，1887（明治20）年11月豪州に赴き，約半年に及ぶ視察をふまえて，1889年

8 月に神戸市栄町 5丁目に「豪州貿易兼松房治郎商店」を創設し，翌年シドニー支店をクラ

レンス街99番地に設置して，日豪直貿易に着手した。その後，彼は，1890（明治23）年，

1891（明治24）年，1892（明治25）年，1895（明治28）年，1898（明治31）年，1902（明治

35）年，1905（明治38）年と渡豪をかさね，両国間の貿易の発展に貢献した。
1)

『兼松商店史料』をひもとくと，1907（明治40）年の一節に，日豪貿易のその後の成長過

程について素描しているところがあるので，それを紹介すると，｢商店ノ創業当時ニハ，極

メテ微々言フニ足ラザリシ日豪間ノ貿易量モ，日清戦役後漸次増進ノ実ヲ示シ，更ラニ最近

ノ日露戦後我邦羊毛需要量ノ急増ヲ主因トシ，急激ノ発展ヲ来シテ，我貿易界ノ視線ヲ惹キ

タル結果，近時邦人ノシドニーニ開店シテ同業ヲ営マントスルモノ少ナカラズ，大沢商会，

高島屋，三井物産，大倉組，増田屋等即チ之レナリ」とある。
2)
このような日本の貿易商社の

豪州市場への進出過程に関する Pam Oliver などの研究をみると，兼松がシドニー支店を開

設したのち，三井物産，大倉組，高島屋飯田が日露戦後を中心に豪州に進出しており，第一

次大戦後の1920年代初めに三菱商事，野沢，矢野上甲，幾久組，日本綿花などの進出がみら

れ，それに荒木，岩井商店，伊藤忠などが続いていた。羊毛の買付に即していうと，兼松に

加えて，日露戦後にいたり，三井物産，大倉組，高島屋飯田の参入があり，1920年代初めに

三菱商事，日本綿花の参入がみられたのである。
3)
そこで，本稿では，オーストラリア国立公
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1890（明治23）年に兼松がシドニー支店を開設したのち，日露戦後を中心に三井

物産，大倉組，高島屋飯田の豪州進出があり，第一次大戦後の1920年代初めには三

菱商事，野沢，矢野上甲，幾久組，日本綿花などの豪州進出がみられた。そこで,

本稿では，オーストラリア国立公文書館シドニー分館に所蔵されている三井物産シ

ドニー支店の関係資料等を利用しつつ，三井物産の豪州進出に関して検討した。
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文書館シドニー分館に所蔵されている三井物産シドニー支店の関係資料等を利用しつつ，三

井物産の豪州進出過程について若干の検討をすることにしよう。

2 豪州羊毛市場における三井物産と商社各社の動向

『兼松商店史料』の1907（明治40）年の一節には，三井物産の豪州進出に関するつぎのよ

うな記述がある。｢三井物産会社ガ出張員浅野長七氏ヲ豪州ニ派シタルハ明治丗三年頃ノコ

トニ属シ，其後社員関善八氏（後年転々シテ商店ニ入ル）ヲ之ニ付シ，浅野個人ノ名義ヲ以

テ事務所ヲシドニーニ設置スルコト三年余ニ及ビシガ，当時羊毛ニ関シテハ多ク注意ヲ向ケ

ズ，輸入品トシテハ鉛，小麦，輸出品トシテハ木材，肥料等ニ重キヲ置キシモノヽ如クナリ

シガ，時機尚早ノ結論ニ到達シタルモノカ，此出張員ハ丗六年頃一旦引揚ゲタルガ，偶々日

露ノ開戦トナリ，曩ノ浅野出張員ハ予備役主計トシテ応召中，丗八年初豪州ヨリ軍馬購入ノ

事アルニ際シテ同社ノ為メ意外ノ効果ヲ発揮スルアリ，更ニ戦後羊毛ノ需要急増スル等ノ状

況ニ鑑ミタルモノヽ如ク，四十年六月社員馬場玲三氏ヲ渡豪セシメ，今回ハ社名ヲ以テ出張

所ヲシドニーニ開設シ，漸次人員ヲ加ヘ，久シカラズシテ出張所ヲ支店ニ昇格シテ，広ク輸

出入業ヲ営ムト共ニ，新ニ羊毛部ヲ置キ，工業学校出身ニシテ毛織工場ニ多少ノ実験ヲ有ス

ル井島重保氏ヲ採用配属シテ，大ニ同品ノ買次ニ力ヲ用ユル」とある。
4)
これによると，物産

は，1900（明治33）年頃から豪州との直輸出入をはじめたものの，取引の安定的成長を見込

むことは困難であったが, 日露戦後にいたり，｢羊毛ノ需要急増スル等ノ状況ニ鑑ミ｣，｢社

名ヲ以テ出張所ヲシドニーニ開設」することにしたとする。
5)

三井物産の関係資料にこの点をみてみると，1907（明治40）年の『支店長会議議事録』に

は，｢豪州ニ於ケル商売ニ付テ今ヨリ注目スルノ機宜ニ適スルモノナルヘキヲ以テ，｢シドニ

ー」ニ出張員ヲ置クコトヽ定メタレハ此地ノ商売ノ事モ亦念頭ニ置カレタシ」とある。
6)

そして，1915（大正 4 ）年の『支店長会議議事録』をみると，｢対豪及対南洋商売ニ関ス

ル件」がとりあげられており，第一次大戦期の欧州諸国からの輸入の杜絶によって生じた間

隙を埋めるべく一層の進出がつぎのように検討されている。｢日豪ノ貿易関係ハ輸出入ヲ合

セテ総額二千万円ニ達セルモ其品目ヲ吟味スレハ輸出ニ於テハ羽二重，硫黄，木材，綿織物

ノ外巨額ニ上ルモノ少ナク，輸入ニ於テモ重要品トシテ羊毛，鉛，小麦粉，獣脂等ヲ数フル

ニ過キス，従テ当会社ノ商売モ二三ノ商品ニ限定セラルヽノ現状ナリ，然ルニ戦争以来独逸

品ヲ始メ欧州ヨリノ輸入殆ント杜絶シタルカ為メ其欠陥ヲ日本品ニヨリテ補ハントノ希望熾

ナルニ至レリ」とし,「当会社ニ於テモ羊毛，木材等ノ外ニ有望ナル品目ヲ選択シテ日豪商

売ヲ拡張セハ南洋諸方面ト相俟チテ利益少ナカラサルヘシ｣，｢豪州及ヒ太洋州諸島ヲ当会社

ノ一商業区域トシテ新商売ヲ開拓セント欲セハ今日ノ時機ヲ逸スヘカラスト思考ス，右ニ付

キテハ商品ノ選択ト共ニ出張員若クハ買込人ノ配置等モ充分ニ考究致度モノナリ」としてい
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る。そして，また羊毛取引については，｢大阪地方ニハ近来豪州羊毛ノ取引漸次発達シ来リ，

当社ハ十分ナル経験ナキ為メ殆ント大部分反対商ノ手ニテ取扱ハレ居リタルモ，昨年末軍用

品トシテ毛織物ノ需要アリ之ヲ注文セルヲ動機トシテ漸ク加古川ニ接近シ，同製造所原料約

十分ノ三位ヲ取扱フ迄ニ進ミタリ，同製造所トハ従来意志ノ疎通ヲ欠キ居リシモ，近来当社

仕入店販売店ニ於テ熱心ニ取扱フ為メ信用ヲ置キ漸ク注文ヲ連続的ニ発シクルヽコトヽナレ

リ，本邦ニ輸入スル豪州羊毛ハ一ヶ年間六七百万円，支那羊毛六十万円乃至百万円見当，欧

州「トップ」千万円乃至千百万円合計二千万円近クニ達シ，今年ニ入リ時局ノ為メ「トップ」

ノ輸入杜絶シ其代リ豪州羊毛ヲ輸入シ之ヨリ「トップ」ヲ作ルコトヽナレリ，又今後一般ノ

傾向ハ「トップ」ノ代リニ原毛ヲ輸入スルニ至ルハ当然ナレハ，其輸入高ハ漸次増加スヘク，

従テ当社ニテ之カ取扱ニ留意セハ将来有利ノ商内ナルヘシ」としている。｢十分ナル経験ナ

キ為メ殆ント大部分反対商ノ手ニテ取扱ハレ居リタル」と述べる一方で，加古川の日本毛織

工場との取引の進展がみられたことがうかがえる。
7)

さらに，三井物産のシドニー支店に関する在豪資料のなかから，同支店の沿革等にふれた

ものの一節をみてみると，｢戦前1912/3年ニ於テハ其ノ取扱量（羊毛）ハ兼松第一，大倉第

二，三井第三，飯田第四ニシテ，翌年ニ至リ当社ハ第二位ニ上リ，大倉ハ第三位ニ変レルコ

ト別表ニ示ス通リナルガ，戦後ニ至リ，兼松第一，三井，飯田，大倉之レニ次グ，大倉ガカ

ク第二位ヨリ第四位ニ下リタル理由ハ戦前日本注文ノ大部分ヲ占メタル千住製絨所ノ注文ヲ

主トシテ取扱ヒタル同社ハ其後発展シタル民間会社ノ注文ヲ受クルコト少ナク僅カニ日本毛

織一社ノミナルト且当局者ノ更迭頻繁ト余リ熱心ナラザルニヨルモノヽ如ク，飯田ハ戦前ハ

外人ノ代理店ニヨリ買付シモノガ戦後独立自商ノ名義ヲ以テ発展シ，兼松ハ戦前戦後共ニ日

本向最古ノ積出商トシテ今尚優勢ノ地位ヲ占メ当社ノ一大頭敵ナリ，当社ハ其ノ開業ガ兼松

ヨリモ遙カニ遅キニモ拘ラズ畧ボ同店ノ壘ヲ磨スルニ至リシハ，一ハ当社ノ信用ト資力ノ大

ニヨルモ販売店担当員ノ勉励ニヨリシモノニシテ仕入店亦之ガ買付ケニ尽力セリ」とある。
8)

明治前期から後期の羊毛輸入にしめていた大倉組の地位について示唆的な叙述がなされてい

ることと，兼松より遅れて参入した三井物産が著しい成長を示し，｢信用ト資力ノ大」と

「販売店担当員ノ勉励ニヨリ｣，豪州羊毛の取扱量を増加させていたことなどがうかがえる

であろう。

1916（大正 5 ）年の『支店長会議議事録』をみると，｢関西に於ケル大需要者タル日本毛

織，日本毛糸両社ノ買入数量ノ約半数ハ兼松商店之ヲ取扱ヒ三分ノ一ハ当社，其残リハ大倉

及飯田等ノ取扱ニ係レリ，併シ今後当社ニシテ充分注意親切ニ取扱ヲナサハ兼松商会ト当社

ト約半々ニ達スル迄ノ注文ヲ引受クルコトハ困難ナラサルヘシ」と指摘しているし，
9)
1918

（大正 7 ）年の『支店長会議議事録』をみると，｢近来買人モ兼松ノミニ便ルコト能ハス，

金高モ増加シ来リ兼松ノ金融力ノ足ラサルコトモ知レルヲ以テ三井ニ便リ来ルニ至リシコト
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モ一ノ商売増加ノ原因ニ非スヤト考フ，羊毛ニ付テハ豪州店ニ専門家二人アリ尚ホ二人程学

校ニ入学セシメ居リ其内卒業スル筈ナルカ，此商売ハ特殊ノモノニシテ品質ヲ見分ル知識ヲ

要スルモノナルヲ以テ，尚ホ営業部，大阪聯合ニテ四五人ノ専門家ヲ養成セサレハ差支ヲ生

スルコトアルヘク，殊ニ紐育ニ於テモ毛ノ商売ヲ開始シタキニ付専門家ヲ送ルヘキ旨モ申来

ル場合ナレハ，健康ニテ頭脳ノ緻密ナル者ヲ選択シテ尚ホ二人位見習ヲ為サシメ，二ケ年位

豪州ニテ研究セシムルコト必要ナルヘシ」とある。
10)
兼松と三井物産の羊毛取引を比較して，

物産の成長が金融力にその基礎をおいていたと考えられることに注意を喚起しており，羊毛

取引にあっては，買付技倆をそなえた人材養成が枢要とされている。

大戦中の豪州羊毛は英国政府の管理下にあったが，1920（大正 9）年 6月には英国による

豪州羊毛の管理が解除され，市場が再開された。オーストラリア国立公文書館シドニー分館

に所蔵されている三井物産シドニー支店の「考課状」にも詳細な記述がえられるようになる

ので，この「考課状」にもとづいて若干の検討をおこなうことにしよう。
11）

日本の商社各社のシドニー，ブリスベン市場における買付状況について触れたところを紹

介しよう。1921（大正10）下半期の「考課状」をみると，｢日本向買付高ハ当社，兼松，高

島屋，大倉ノ四軒殆ント其大部分ヲ占メ，近時三菱，鈴木，日本棉花，吉川商店等新規ニ着

手ノ計画アルモ其勢力微々タルモノニシテ到底上記四軒ニ比スベクモアラズ，而シテ兼松商

店ハ其取扱ノ歴史最モ古ク当社ノ一大勁敵タルヲ失ハザルモ当社ハ戦時中ヨリ南阿ニ於テ獲

得セシ勢力ヲ以テ之ニ対抗大ニ努力スル所アリ，為メニ近時ハ同店ト常ニ伯仲ノ間ニアリ，

尚進ンデ同社ヲ凌駕スル事近キ将来ノコトナラムトス，当地同業者取扱比例左ノ通リ，当社

35％，兼松35％，高島屋20％，大倉10％｣，｢当社ハ前記ノ如ク戦前兼松商店ニ比シ其勢力格

段ノ差アリシモ仕入販売両店ノ協同尽力ニヨリ漸次同店ト互ニ輸贏ヲ争フニ至リ，今ヤ当国

競売市場ニ於ケル重要買付人ノ一ニ数ヘラレ又本邦ニ於テモ関東関西ノ各社ヲ通ジ毎時相当

ノ注文ヲ得，其買付技倆亦内地需要家ノ間ニ信用ヲ有セリ」とある。また1922（大正11）年

上半期の「考課状」には，｢当社ハ仕入販売両店ノ協同尽力ニヨリ兼松商店ニ対抗シテ日本

内地ノ斯業者中ノ重要地位ヲ占メシノミナラズ当国競売市場ニ於ケル重要買付人ノ一ニ数ヘ

ラレ｣，｢其取扱ハ，当社ト兼松ハ各35％，高島屋ハ之レニ次ギ22％，大倉18％ニシテ，其他

ノ三菱及ビ一／二外商ハ新規買付ヲ始メシモ未ダ上記四軒ノ比ニ非ラズ」とある。1922（大

正11）年下半期のそれをみると，｢最近関東関西共ニ数会社ノ新設ヲ見タルノミナラズ既設

会社共殆ンド競ツテ生産能力ヲ拡張シ，原毛ノ需要ハ前途益々増大センモ，一方取扱高ハ従

来ノ当社，兼松，高島屋，大倉ノ外，三菱商事，日本棉花ノ取扱開始ヲ見，本季ヨリ内地ノ

注文ヲ受ケ漸ク買付ニ着手セリ，サレド当社ト兼松トハ依然他社ニ抜ンデ各30％，高島屋20

％，大倉15％，三菱，日本棉花（計） 5％ノ割合ナリ｣，｢当社ハ販売仕入両店ノ協力並ニ為

替金融力ノ偉大ヲ以テ兼松商店其他ニ良ク対抗シ，内地各モスリン会社ヘノ売込ニ好成績ヲ
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挙ケツヽアリ，本期中更ニ紐育店ト打合セ米国向羊毛取扱ヲ企画シ，来期ニハ其実現ヲ見ル

ナラム」とある。

さらに，関東大震災ののちの1924（大正13）年上半期の「考課状」をみてみると，｢期初

関西方面ノ毛織会社注文ノミニシテ，従来優等品ノミ撰ミ買シタル大阪毛斯綸紡織ガ二等モ

スリン又ハ各種毛糸用ノ中等品ヲモ注文シタル事等ハ総テ震災打撃ヲ受ケタル関東側モスリ

ン毛織会社ノ製品中止ニ対スル補充ヲ意味スルモノナリ，而シテ一方各羊毛扱商ノ買付振リ

ハ，当社兼松一頭地ヲ抜キ，高島屋，日本棉花，三菱商事，大倉ノ順位ニ買進ミタリ，当社

ト兼松トハ雁行シテ買付ケ居タルモ其ノ実質ヲ検スルニ，当社本年ノ注文品ハ優等高値品ナ

ルニ反シ兼松ハ殆ド中等品以下裾物ヲ注文獲得シタル為メ，取扱金額ニ於テ当社第一位，他

ノ追随ヲ許サヾリシハ欣幸トスル所ナリ，本年ニ入リテ関東側毛織会社漸ク復起シ原毛買付

ニ着手セントシタルモ既ニ震災ノ直接間接損失ニヨリ独力金融ヲ計リテ注文スル能力ナク，

勢ヒ当社ノ如キ大商社ニ依頼シ来レリ，営業部ニ於テハ慎重ニ研究シ確実有望ナル得意先ニ

対シテハ出来ル限リ援助ヲナシ其復興ヲ促進スルノ主旨ヲ以テ適宜注文ヲ取捨シ買付方依頼

シ来レリ，此ノ如キ事情ノ下ニ関東側注文ハ兼松以下他商ノ買付数殆ト算スルニ足ラザリシ

ハ又怪ムニ足ラズ」としている。同年下半期の「考課状」をみると，｢当地金融難ハ本期ニ

入リテ一層甚シク，為ニ買付技倆ノ巧拙以外ニ買付金融力ノ如何及為替裁定ノ巧拙ガ注文ノ

有無大小ヲ決スル最大原因トナレリ，当店ハ従来通リ倫敦廻シノ為替方法ニヨリ単ニ注文ヲ

受ケシ数量ヲ買付ケタルノミナラズ為替裁定方法ニ於テモ他社ノ追随ヲ許サヾル当社ノ金融

力ニヨリ買付高ニ於テ本期ハ一躍日本買付ノ約四割ヲ獲得セシノミナラズ当シドニー市場ニ

於ケル世界各国買付商ニ伍シ第二位トナルニ至レリ｣，｢兼松ハ日本向羊毛買付商中最古ノ歴

史ヲ有スル商社ナルモ，従来正金銀行ニノミ依頼シ為替ハ日本宛ニ局限セラレ居タルガ最近

当地外国銀行ニヨリ倫敦廻シ為替ヲ利用セント努メツヽアルモ少額ニシテ充分ニ買付ラレズ，

為ニ同店ノメルボルン，ブリスベン代理店ノ金融ニ依頼スル等不少不如意ニテ買付ル金額上

ラザル日本毛織会社ノ裾物ヲ主トシ外ニ少量モスリン会社向上中品ヲ買付ケタルノミ，買付

総数約四七〇〇俵，第二位，三菱同社金融力ヲ利用シ一気ニ兼松ヲ凌駕セント計画センモ

Credit 意ノ如クナラズ又買付技術ニ未熟ナル為メ買付モ少ク，唯日本毛織ノ中下等品メリノ

ーヲ相当買付タルノミ，買付総数約三九〇〇俵，第三位，大倉飯田両社ハ前期当地正金銀行

ノ金融ニノミヨリテ注文数ノ激減セシヲ恐レ本期ハ倫敦廻シヲ手配シタルモ其額云フニ足ラ

ズ，買付総数大倉約二七〇〇俵，第四位，飯田約九〇〇俵，第六位，日本棉花前期相当買付

ヲナシタル同社モ本期ハ金融ノ関係ヨリシテ買付不振ナリ，買付総数約二六〇〇俵（中等物)，

第五位」とある。そして，1925（大正14）年上半期の「考課状」をみると，｢当社ハ金融力

ノ運用宜キヲ得テ日本向買付数量ノ三割ヲ手ニ収メ，シドニー市場ニ於テハ各国買付商中ノ

第二位ヲ占メ，ブリスベン市場ニ於テハ第四位ニ在タリ，日本向トシテハ勿論首位ニ在リテ
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他ノ追随ヲ許ザリキ，兼松商店ハ金融不如意ナリシモ努テ直積注文ヲ取リ，主トシテ日本毛

織，東京モス注文ニ依リ，小毛織会社ノ裾物小口注文蒐集ニ努力セル模様ナリ，買付総数約

弐六〇〇〇俵，第二位，三菱金融力当社ニ次ギ之ヲ買付条件トシテ日本毛織，東京モス，大

阪モスノ Fleece 注文ヲ多量獲得セリ，裾物ニ至リテハ買付技術不充分ニテ無シ，買付数量

約一四〇〇〇俵，第三位，日本棉花金融力辛シテ三菱ニ次グモ能ク日本毛織，東京モス，大

阪モスノ Fleece 注文ヲ得タリ，買付総量約九六〇〇俵，第四位，飯田永年ノ買付商ナルモ

金融力貧シク日本毛織及大阪モスノ注文ヲ主トシタリ，買付総量約九六〇〇俵，第五位，大

倉飯田ト等シク永年ノ買付商ナルモ金融力豊ナラザルト買付余リ熱心ナラザル為メ年々注文

減少セリ，唯ダ東京毛織ト特種関係ヲ有シ，其ノ裾物注文ノ約半数ヲ手ニ収メタリ，買付数

量約四〇〇〇俵，第六位」とある。

これらによると，第一次大戦前には，兼松商店と三井物産の間には「勢力格段ノ差」があ

ったとされているが，大戦後には，兼松，物産，高島屋飯田，大倉の 4社が日本の主要買付

商社を構成しており，なかでも兼松と物産は「常ニ伯仲ノ間ニアリ｣，｢互ニ輸贏ヲ争フニ至

リ｣，｢当社ト兼松トハ依然他社ニ抜ンデ」ていたという。物産のこうした成長の背景には，

買付技倆の向上と他社の追随を許さない金融力の存在があったことが示唆されている。そし

て，1920年代中葉になると，三菱商事の買付量が増加し，物産，兼松のそれに続いていた。

買付技倆にはなお未熟さがみられるものの，三井につぐ金融力がそれを支えていたとする。

しかし，大倉は，｢永年ノ買付商ナルモ金融力豊ナラザルト買付余リ熱心ナラザル為メ年々

注文減少セリ」という局面にあり，大戦前の豪州羊毛の輸入事情が変容しつつあったことが

示されている。

1924（大正13）年下半期，1925（大正14）年上半期の「考課状」の記述からわかるように，

1920年代中葉以降シドニー，ブリスベン市場における日本の商社各社の羊毛買付数量が判明

するので，表 1にそれを整理して示しておいた。同表によると，1920年代後半のシドニー，

ブリスベン市場における商社各社の羊毛買付はさらに進展し，20年代中葉の13万俵ほどの買

付総量はその後20万俵台にのり，28年には24万俵を超えていた。20年代後半の羊毛買付を推

し進めた主要商社は三井物産，兼松，三菱商事，高島屋飯田，大倉，日本綿花であったが，

なかでも物産，兼松の買付量のシェアが大きく，物産の買付量はこの頃には兼松のそれをや

や上回っていたのである。そして，物産，兼松に続き，買付量が増加していたのが三菱商事

であり，それに高島屋飯田，大倉，日本綿花が続いていた。1920年代後半には，物産，兼松

でシドニー，ブリスベン市場における日本商社の羊毛買付総量の 5割前後をしめており，物

産，兼松に三菱商事を加えると， 6割以上 7割ほどをしめていたのである。
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表
1
シ
ド
ニ
ー
・
ブ
リ
ス
ベ
ン
市
場
に
お
け
る
日
本
商
社
各
社
の
羊
毛
買
付
量
の
推
移

兼
松

三
井
物
産

三
菱
商
事

高
島
屋
飯
田

大
倉

日
本
綿
花

岩
井
商
店

総
計

上
下

計
上

下
計

上
下

計
上

下
計

上
下

計
上

下
計

上
下

計
上

下
計

俵
俵

俵
俵

俵
俵

俵
俵

俵
俵

俵
俵

俵
俵

俵
俵

俵
俵

俵
俵

俵
俵

俵
俵

19
24
(大
正
13
)

4 ,
70
0

25
,6
44

9,
90
3
35
,5
47

3,
90
0

90
0

2,
70
0

2,
60
0

24
,7
03

19
25
(大
正
14
)

26
,0
00

9,
40
0
35
,4
00
28
,9
00
10
,4
00
39
,3
00
14
,0
00

2,
60
0
16
,6
00

9,
60
0
8,
00
0
17
,6
00

4,
00
0
3,
50
0
7,
50
0
9,
60
0
5,
70
0
15
,3
00

92
,1
00
39
,6
00
13
1,
70
0

19
26
(大
正
15
･昭
和
元
)
20
,5
00
10
,4
30
30
,9
30
21
,0
00
20
,6
10
41
,6
10
17
,0
00
12
,5
00
29
,5
00

9,
20
0
10
,2
00
19
,4
00

7,
00
0
10
,0
00
17
,0
00

7,
00
0
6,
00
0
13
,0
00

81
,7
00
69
,7
40
15
1,
44
0

19
27
(昭
和
2
)

28
,4
00
20
,5
00
48
,9
00
38
,4
00
20
,9
00
59
,3
00
21
,4
00
10
,8
00
32
,2
00
13
,6
00

5,
00
0
18
,6
00
19
,4
00

6,
40
0
25
,8
00
13
,1
00

7,
30
0
20
,4
00

13
4,
30
0
70
,9
00
20
5,
20
0

19
28
(昭
和
3
)

33
,6
50
13
,8
00
47
,4
50
47
,6
20
22
,0
00
69
,6
20
28
,8
00
15
,1
00
43
,9
00
13
,8
00

7,
80
0
21
,6
00
23
,4
00
10
,8
00
34
,2
00
21
,3
00

6,
30
0
27
,6
00

16
8,
57
0
75
,8
00
24
4,
37
0

19
29
(昭
和
4
)

40
,4
70
12
,0
70
52
,5
40
41
,7
53
12
,8
41
54
,5
94
37
,7
00

4,
60
0
42
,3
00
16
,6
00

5,
30
0
21
,9
00
17
,9
00

1,
10
0
19
,0
00
20
,3
00

2,
10
0
22
,4
00

65
0
65
0
17
4,
72
3
38
,6
61
21
3,
38
4

19
30
(昭
和
5
)

27
,5
90
30
,8
00
58
,3
90
30
,8
08
29
,4
62
60
,2
70
22
,3
00
25
,3
00
47
,6
00
15
,6
80
14
,5
00
30
,1
80

7,
60
0
13
,6
00
21
,2
00

5,
90
0
4,
80
0
10
,7
00
3,
46
0
5,
90
0
9,
36
0
11
3,
33
8
12
4,
36
2
23
7,
70
0

兼
松

三
井
物
産

三
菱
商
事

高
島
屋
飯
田

大
倉

日
本
綿
花

岩
井
商
店

総
計

上
下

計
上

下
計

上
下

計
上

下
計

上
下

計
上

下
計

上
下

計
上

下
計

％
％

％
％

％
％

％
％

％
％

％
％

％
％

％
％

％
％

％
％

％
％

％
％

19
24
(大
正
13
)

19
.0

40
.1

15
.8

3.
6

10
.9

10
.5

10
0.
0

19
25
(大
正
14
)

19
.7

7.
1
26
.9

21
.9

7.
9
29
.8

10
.6

2.
0
12
.6

7.
3

6.
1
13
.4

3.
0

2.
7

5.
7

7.
3

4.
3
11
.6

69
.9

30
.1

10
0.
0

19
26
(大
正
15
･昭
和
元
)

13
.5

6.
9
20
.4

13
.9

13
.6

27
.5

11
.2

8.
3
19
.5

6.
1

6.
7
12
.8

4.
6

6.
6
11
.2

4.
6

4.
0

8.
6

53
.9

46
.1

10
0.
0

19
27
(昭
和
2
)

13
.8

10
.0

23
.8

18
.7

10
.2

28
.9

10
.4

5.
3
15
.7

6.
6

2.
4

9.
1

9.
5

3.
1
12
.6

6.
4

3.
6

9.
9

65
.4

34
.6

10
0.
0

19
28
(昭
和
3
)

13
.8

5.
6
19
.4

19
.5

9.
0
28
.5

11
.8

6.
2
18
.0

5.
6

3.
2

8.
8

9.
6

4.
4
14
.0

8.
7

2.
6
11
.3

69
.0

31
.0

10
0.
0

19
29
(昭
和
4
)

19
.0

5.
7
24
.6

19
.6

6.
0
25
.6

17
.7

2.
2
19
.8

7.
8

2.
5
10
.3

8.
4

0.
5

8.
9

9.
5

1.
0
10
.5

0.
3
0.
3

81
.9

18
.1

10
0.
0

19
30
(昭
和
5
)

11
.6

13
.0

24
.6

13
.0

12
.4

25
.4

9.
4

10
.6

20
.0

6.
6

6.
1
12
.7

3.
2

5.
7

8.
9

2.
5

2.
0

4.
5

1.
5

2.
5
3.
9

47
.7

52
.3

10
0.
0

(注
)
｢シ
ド
ニ
ー
支
店

考
課
状
」
大
正
13
年
度
下
半
期
,
大
正
14
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,
大
正
15
・
昭
和
元
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,
昭
和
2
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,
昭
和
3
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,

昭
和
4
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,
昭
和
5
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
（
以
上

N
at

io
n

al
A

rc
h

iv
e

s
o

f
A

u
st

ra
li

a
(S

y
d

n
e

y
)
所
蔵
）
に
よ
っ
て
作
成
。



3 三井物産の羊毛取引と毛織会社

前節では，第一次大戦後の物産のシドニー支店における羊毛取引の成長と商社各社の羊毛

取引にしめる物産の地位の上昇を確認しえたので，つぎに物産シドニー支店における羊毛取

引の位置とあらましについてみることにしよう。

物産シドニー支店の「考課状」にもとづいて，1920年代中葉以降の物産シドニー支店の羊

毛関係商品の取扱高を集計し，重要商品取扱高とシドニー支店総取扱高にしめるその比率を

だして表示したものが表 2である。ウール・シーズンとの関係から，同表の会計年度は，上

半期が前年11月 1 日から当該年の 4月30日まで，下半期が当該年の 5月 1日から10月31日ま

でであり，後者が端境期にあたる。同表の羊毛の下半期の数値が概して小さいのはそのため

であろう。表 2の物産シドニー支店の総取扱高にしめる羊毛関係商品の取扱高の比率をみる

と，一，二の時期を除くと，上半期は 7割から 8割以上をしめており，羊毛関係商品の取扱

高の比重が大きく，羊毛関係商品がシドニー支店の主力商品であったことが示されている。

羊毛関係商品の内訳をみると，羊毛の比重が大きかったのであり，トップは20年代後半にそ

の比重を下げ，姿を消していた。

つぎに，1920年代中葉以降のシドニー，ブリスベン市場における三井物産シドニー支店の

毛織会社別買付量の動向を表 3－1，3－2 によって検討しよう。これらの二つの表の対象と

した年次の前年の関東大震災の影響もあり，1920年代中葉の物産の羊毛買付は，関東方面の

毛織会社との取引によるものよりも関西方面の毛織会社との取引によるものが多くなってお

り，関西方面の毛織会社との取引による買付が物産のシドニー，ブリスベン市場における買

付量の 6割から 7割以上をしめていた。しかし，1920年代後半の物産の羊毛買付の進展にと

もない，関東方面の毛織会社との取引による買付も増大し，その買付量は，物産のシドニー，

ブリスベン市場における買付量の 4割を超えていた。物産が主要取引先としていた毛織会社

は，関西方面では，日本毛織，毛斯綸紡織及び毛斯綸紡織・東京毛織の合併により設立され

た合同毛織などであり，関東方面では，東京モスリン，東洋モスリンなどであった。

1922（大正11）年 5月23日付の物産シドニー支店の「羊毛類商内報告参考資料」のなかに

は，
12）
これらの毛織会社にたいする寸評がのこされているので，それをみてみると，1896（明

治29）年12月に川西音松（のち 6代目川西清兵衛）を主唱者として神戸市兵庫に資本金50万

円で設立され，業界のトップ企業に成長していた日本毛織に関しては，
13）
｢日本毛織会社，其

ノ勢力範囲ハ，兼松第一，飯田第二，三井第三，大倉第四ノ順序ナリ，当社ハ此会社ニ対シ

他会社ニ比シ最モ地位ガ劣レリ，同社ハ何分本邦最大ノ毛織会社（薄物厚物両者ヲ製織シ，

上，中，下，品質ノ各種羊毛ヲ Season 中不絶買付ケ）ナルヲ腹ニ持チ，其ノ引合振リハ常

ニ因業ニシテ，最近当社ニ対シ歩留保証ヲ強要シ，又大正九年中不況ニ際シ南阿羊毛及ビ倫
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表
2
三
井
物
産
シ
ド
ニ
ー
支
店
羊
毛
関
係
品
取
扱
高
の
動
向

羊
毛

ト
ッ
プ

ノ
イ
ル

屑
毛

羊
毛
関
係
商
品

取
扱
高
Ａ
部
外
商
品

取
扱
高

Ｂ
販
売
取
扱
高

総
計
Ｃ

A
/B

B
/C

A
/C

封
度

円
封
度

円
封
度

円
封
度

円

19
24
(大
正
13
)
上

8,
06
6,
84
7

10
,1
68
,4
54

(9
0.
7)

41
0,
34
5

1,
00
6,
63
8

(
9.
0)

27
,2
25

33
,2
25

(
0.
3)

11
,2
08
,3
17

(1
00
.0
)

12
,9
87
,3
57

14
,0
06
,4
77

0.
86

0.
93

0.
80

下
2 ,
25
0,
71
3

3,
43
6,
14
4

(7
6.
1)

30
1,
71
3

1,
07
0,
68
5

(2
3.
7)

3,
74
2

7,
04
1

(
0.
2)

4,
51
3,
87
0

(1
00
.0
)

6,
56
5,
27
7

7,
74
6,
93
7

0.
69

0.
85

0.
58

19
25
(大
正
14
)
上

10
,7
50
,9
34

15
,4
28
,5
39

(8
8.
1)

52
9,
38
3

2,
01
7,
96
0

(1
1.
5)

30
,4
36

65
,8
23

(
0.
4)

17
,5
12
,3
22

(1
00
.0
)

18
,5
12
,8
96

27
,0
08
,8
53

0.
95

0.
69

0.
65

下
3 ,
65
1,
30
8

3,
52
4,
89
2

(6
8.
8)

64
4,
25
6

1,
56
1,
51
1

(3
0.
5)

17
,2
19

37
,1
17

(
0.
7)

5,
12
3,
52
0

(1
00
.0
)

6,
41
6,
65
9

8,
30
3,
21
9

0.
80

0.
77

0.
62

19
26
(大
正
15
)

(昭
和
元
)

上
5,
93
6,
55
9

5,
06
7,
70
3

(8
9.
5)

27
9,
94
7

58
3,
98
3

(1
0.
3)

6,
08
5

8,
87
7

(
0.
2)

5 ,
66
0,
56
3

(1
00
.0
)

7,
03
8,
81
7

10
,7
63
,8
24

0.
80

0.
65

0.
53

下
8 ,
20
2,
81
5

7,
30
9,
76
5

(9
1.
3)

33
8,
83
2

70
0,
70
0

(
8.
7)

8 ,
01
0,
46
5

(1
00
.0
)

9,
60
3,
16
9

10
,8
23
,3
08

0.
83

0.
89

0.
74

19
27
(昭
和
2
)
上

8 ,
66
7,
70
9

8,
07
3,
73
3

(8
9 .
3)

45
9,
38
6

94
2,
05
6

(1
0 .
4)

5,
95
8

6,
14
7

(
0 .
1)

14
,2
93

18
,5
69

(
0 .
2)

9,
04
0,
50
5

(1
00
.0
)

9,
89
8,
98
0

11
,6
64
,7
64

0.
91

0.
85

0.
78

下
8 ,
14
9,
33
9

7,
78
2,
48
6

(8
9.
9)

38
1,
04
7

81
2,
35
8

(
9.
4)

22
,2
60

26
,1
27

(
0.
3)

27
,3
71

34
,4
41

(
0.
4)

8,
65
5,
41
2

(1
00
.0
)

10
,4
04
,3
42

11
,7
33
,9
10

0.
83

0.
89

0.
74

19
28
(昭
和
3
)
上

15
,3
35
,7
61

15
,3
13
,3
05

(9
7.
4)

15
5,
66
8

34
9,
21
1

(
2.
2)

45
,5
20

50
,3
98

(
0.
3)

13
,8
88

18
,7
62

(
0.
1)

15
,7
31
,6
76

(1
00
.0
)

16
,8
88
,4
94

18
,5
21
,6
11

0.
93

0.
91

0.
85

下
6,
39
2,
07
5

6,
06
0,
89
9

(9
2.
8)

17
2,
00
1

41
1,
63
0

(
6.
3)

33
,4
44

47
,5
04

(
0.
7)

7,
15
4

10
,8
36

(
0.
2)

6,
53
0,
86
9

(1
00
.0
)

8,
39
2,
50
3

10
,4
02
,7
33

0.
78

0.
81

0.
63

19
29
(昭
和
4
)
上

13
,3
20
,7
77

12
,0
59
,7
62

(9
9.
8)

16
,3
89

23
,2
27

(
0.
2)

1,
15
0

2,
00
7

(
―
)

12
,0
84
,9
96

(1
00
.0
)

13
,3
30
,1
87

15
,5
42
,1
62

0.
91

0.
86

0.
78

下
5 ,
09
5,
53
0

3,
42
8,
46
7

(9
9.
5)

11
,9
67

15
,4
14

(
0.
4)

1,
07
7

1,
46
1

(
0.
1)

3,
44
5,
34
2

(1
00
.0
)

4,
56
4,
18
6

6,
51
9,
95
0

0.
75

0.
70

0.
53

19
30
(昭
和
5
)
上

10
,2
35
,3
84

4,
92
1,
42
9

(9
9 .
8)

10
,8
54

7,
54
2

(
0 .
2)

4,
92
8,
97
1

(1
00
.0
)

5,
94
3,
04
9

7,
04
6,
11
4

0.
83

0.
84

0.
70

下
8 ,
67
0,
25
7

4,
01
9,
17
7

(9
9.
8)

7,
57
4

4,
24
4

(
0.
1)

5,
20
7

4,
95
9

(
0.
1)

4,
02
8,
38
0

(1
00
.0
)

5,
96
4,
57
3

7,
19
5,
04
2

0.
68

0.
83

0.
56

(注
)
｢シ
ド
ニ
ー
支
店

考
課
状
」
大
正
13
年
度
下
半
期
,
大
正
14
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,
大
正
15
・
昭
和
元
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,
昭
和
2
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,
昭
和
3
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,

昭
和
4
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,
昭
和
5
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
（
以
上

N
at

io
n

al
A

rc
h

iv
e

s
o

f
A

u
st

ra
li

a
(S

y
d

n
e

y
)
所
蔵
）
に
よ
っ
て
作
成
。
な
お
羊
毛
関
係
各
商
品
と
羊
毛
関
係
商
品
取
扱
高
の
(
)

の
数
字
は
構
成
比
で
あ
り
,
単
位
は
％
で
あ
る
。
羊
毛
関
係
商
品
取
扱
高
・
部
外
商
品
取
扱
高
・
販
売
取
扱
高
総
計
の
実
数
の
単
位
は
円
で
あ
る
。
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表
3－
1
シ
ド
ニ
ー
・
ブ
リ
ス
ベ
ン
市
場
に
お
け
る
三
井
物
産
の
毛
織
会
社
別
羊
毛
買
付
量
の
推
移
（
俵
数
）

19
24
(大
正
13
)

19
25
(大
正
14
)

19
26
(大
正
15
・
昭
和
元
)

19
27
(昭
和
2
)

19
28
(昭
和
3
)

19
29
(昭
和
4
)

19
30
(昭
和
5
)

上
下

計
上

下
計

上
下

計
上

下
計

上
下

計
上

下
計

上
下

計

関 西 方 面

日
本

毛
織

9 ,
55
8
7,
62
7
17
,1
85
11
,5
00

2,
75
0
14
,2
50

7,
32
7
6,
29
4
13
,6
21

9,
73
7
4,
90
6
14
,6
43
12
,7
82

3,
84
3
16
,6
25
11
,7
35

8,
26
8
20
,0
03
12
,2
09

5,
72
9
17
,9
38

毛
斯
綸
紡
織

8,
09
8

8,
09
8
4,
60
0
2,
12
0
6,
72
0
7,
71
3
7,
70
4
15
,4
17
12
,7
72

12
,7
72

中
央
毛
糸
紡
績

1,
44
4

1,
44
4
2,
60
0
1,
77
0
4,
37
0

88
5

31
1
1,
19
6

91
7

37
4
1,
29
1

42
2

88
6
1,
30
8
1,
43
5

10
0
1,
53
5

20
4

20
4

大
阪

毛
織

20
3

20
3

80
80

18
3

18
3

10
4

10
4

56
2

25
58
7

30
30

上
毛
モ
ス
リ
ン

29
8

29
8

合
同
毛
織
(新
興
毛
織
)

5 ,
56
9
5,
56
9
11
,6
59

4,
12
9
15
,7
88

5,
98
9

28
1
6,
27
0

99
2
4,
32
5
5,
31
7

伊
丹
製
絨
所

41
3

41
3

44
5

28
3

72
8
2,
10
1
1,
14
2
3,
24
3

56
9
1,
05
2
1,
62
1
1,
84
0

81
2
2,
65
2

宮
川
モ
ス
リ
ン

21
6

87
4
1,
09
0
1,
31
3
2,
19
4
3,
50
7
1,
76
0

85
5
2,
61
5
1,
26
9
2,
76
2
4,
03
1

日
本

毛
糸

20
1

20
1

61
3

19
6

80
9

41
1

52
0

93
1

34
1

51
8

85
9

共
同

毛
織

31
6

31
6

58
5

19
0

77
5

昭
和

毛
糸

11
4

11
4

62
8

86
71
4

共
立
モ
ス
リ
ン

16
0
1 ,
00
5
1,
16
5

浪
速

商
会

67
9

67
9

25
0

25
0

山
本

縞
綿

48
48

大
阪
店
手
持

54
54

小
計

19
,6
01

7,
62
7
27
,2
28
18
,7
00

6,
72
0
25
,4
20
15
,9
25
15
,4
01
31
,3
26
24
,5
92
12
,1
89
36
,7
81
28
,9
94
12
,7
06
41
,7
00
23
,0
46
11
,4
53
34
,4
99
17
,6
73
15
,2
37
32
,9
10

関 東 方 面

東
京
モ
ス
リ
ン

3 ,
95
8
1,
72
2
5,
68
0
6,
30
0
1,
61
0
7,
91
0
3,
84
2
3,
04
7
6,
88
9
7,
19
1
4,
52
3
11
,7
14
13
,7
64

7,
20
8
20
,9
72
15
,8
76

1,
06
2
16
,9
38
11
,2
52
11
,8
45
23
,0
97

東
洋
モ
ス
リ
ン

1,
01
7

51
8
1,
53
5
1,
50
0
1,
22
0
2,
72
0

1,
03
1
1,
03
1
4,
34
4
3,
54
1
7,
88
5
3,
61
1
1,
84
9
5,
46
0
4,
28
0

12
1
4,
40
1

53
2

63
2
1,
16
4

千
住
製
絨
所

65
0

65
0

65
0

65
0

43
0

34
8

77
8

19
8

19
8

87
5

50
6
1 ,
38
1

80
0

22
5
1,
02
5

陸
軍
被
服
廠

19
8

36
23
4

55
0

12
0

67
0

33
6

33
6

栗
原

紡
織

70
0

72
0
1 ,
42
0

1,
12
4
1,
12
4
1,
67
9

55
8
2,
23
7
1,
99
1

41
0
2,
40
1

71
8

18
9

90
7
1,
05
7

61
0
1,
66
7

沼
津

毛
織

49
2

11
5

60
7

20
6

89
9
1,
10
5

84
0
1,
01
5
1,
85
5

東
京

毛
織

35
0

35
0

10
0

10
0

小
計

5 ,
82
3
2,
27
6
8,
09
9
10
,0
50

3,
67
0
13
,7
20

4,
17
8
5,
20
2
9,
38
0
13
,7
44

8,
97
0
22
,7
14
20
,0
56

9,
58
2
29
,6
38
21
,9
55

2,
77
7
24
,7
32
14
,4
81
14
,3
27
28
,8
08

他

三
井
物
産
紐
育
支
店

22
0

22
0

15
0

15
0

小
計

22
0

22
0

15
0

15
0

総
計

25
,6
44

9,
90
3
35
,5
47
28
,9
00
10
,3
90
39
,2
90
20
,1
03
20
,6
03
40
,7
06
38
,3
36
21
,1
59
59
,4
95
49
,0
50
22
,2
88
71
,3
38
45
,0
01
14
,2
30
59
,2
31
32
,1
54
29
,5
64
61
,7
18

(注
)
｢シ
ド
ニ
ー
支
店

考
課
状
」
大
正
13
年
度
下
半
期
,
大
正
14
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,
大
正
15
・
昭
和
元
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,
昭
和
2
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,
昭
和
3
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,
昭

和
4
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
,
昭
和
5
年
度
上
半
期
,
同
下
半
期
(以
上

N
at

io
n

al
A

rc
h

iv
e

s
o

f
A

u
st

ra
li

a
(S

y
d

n
e

y
)
所
蔵
)に
よ
っ
て
作
成
。
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表
3－
2
シ
ド
ニ
ー
・
ブ
リ
ス
ベ
ン
市
場
に
お
け
る
三
井
物
産
の
毛
織
会
社
別
羊
毛
買
付
量
の
推
移
(比
率
)

19
24
(大
正
13
)

19
25
(大
正
14
)

19
26
(大
正
15
・
昭
和
元
)

19
27
(昭
和
2
)

19
28
(昭
和
3
)

19
29
(昭
和
4
)

19
30
(昭
和
5
)

上
下

計
上

下
計

上
下

計
上

下
計

上
下

計
上

下
計

上
下

計

関 西 方 面

日
本

毛
織

26
.8

21
.5

48
.3

29
.3

7.
0

36
.3

18
.0

15
.4

33
.4

16
.4

8.
2

24
.6

17
.9

5.
4

23
.3

19
.8

14
.0

33
.8

19
.8

9.
3

29
.1

毛
斯
綸
紡
織

22
.8

22
.8

11
.7

5.
4

17
.1

18
.9

18
.9

37
.8

21
.5

21
.5

中
央
毛
糸
紡
績

4.
1

4.
1

6.
6

4.
5

11
.1

2.
2

0.
8

3.
0

1.
6

0.
6

2.
2

0.
6

1.
2

1.
8

2.
4

0.
2

2.
6

0.
3

0.
3

大
阪

毛
織

0.
6

0.
6

0.
2

0.
2

0.
3

0.
3

0.
2

0.
2

0.
9

0.
1

1.
0

―
―

上
毛
モ
ス
リ
ン

0 .
8

0.
8

合
同
毛
織
(新
興
毛
織
)

9.
4

9.
4

16
.3

5.
8

22
.1

10
.1

0.
5

10
.6

1.
6

7.
0

8.
6

伊
丹
製
絨
所

1 .
0

1.
0

0.
7

0.
5

1.
2

3.
0

1.
6

4.
6

1.
0

1.
7

2.
7

3.
0

1.
3

4.
3

宮
川
モ
ス
リ
ン

0.
3

1.
5

1.
8

1.
8

3.
1

4.
9

3.
0

1.
4

4.
4

2.
0

4.
5

6.
5

日
本

毛
糸

0.
3

0.
3

0.
8

0.
3

1.
1

0.
7

0.
8

1.
5

0.
6

0.
8

1.
4

共
同

毛
織

0 .
4

0.
4

1.
0

0.
3

1.
3

昭
和

毛
糸

0.
2

0.
2

1.
0

0.
2

1.
2

共
立
モ
ス
リ
ン

0 .
3

1.
6

1.
9

浪
速

商
会

1.
7

1.
7

0.
4

0.
4

山
本

縞
綿

0.
1

0.
1

大
阪
店
手
持

0 .
1

0.
1

小
計

55
.1

21
.5

76
.6

47
.6

17
.1

64
.7

39
.1

37
.8

76
.9

41
.3

20
.5

61
.8

40
.6

17
.8

58
.4

38
.9

19
.3

58
.2

28
.6

24
.7

53
.3

関 東 方 面

東
京
モ
ス
リ
ン

11
.1

4.
9

16
.0

16
.0

4.
1

20
.1

9.
5

7.
5

17
.0

12
.1

7.
6

19
.7

19
.3

10
.1

29
.4

26
.8

1.
8

28
.6

18
.2

19
.2

37
.4

東
洋
モ
ス
リ
ン

2.
9

1.
4

4.
3

3.
8

3.
1

6.
9

2.
5

2.
5

7.
3

6.
0

13
.3

5.
0

2.
6

7.
6

7.
2

0.
2

7.
4

0.
9

1.
0

1.
9

千
住
製
絨
所

1.
8

1.
8

1.
7

1.
7

0.
7

0.
6

1.
3

0.
3

0.
3

1.
5

0.
9

2.
4

1.
3

0.
4

1.
7

陸
軍
被
服
廠

0 .
6

0.
1

0.
7

1.
4

0.
3

1.
7

0.
8

0.
8

栗
原

紡
織

1.
8

1.
8

3.
6

2.
8

2.
8

2.
8

0.
9

3.
7

2.
8

0.
6

3.
4

1.
2

0.
3

1.
5

1.
7

1.
0

2.
7

沼
津

毛
織

0 .
7

0.
2

0.
9

0.
4

1.
5

1.
9

1.
4

1.
6

3.
0

東
京

毛
織

0.
9

0.
9

0.
2

0.
2

小
計

16
.4

6.
4

22
.8

25
.6

9.
3

34
.9

10
.3

12
.8

23
.1

23
.1

15
.1

38
.2

28
.1

13
.5

41
.6

37
.1

4.
7

41
.8

23
.5

23
.2

46
.7

他

三
井
物
産
紐
育
支
店

0 .
6

0.
6

0.
4

0.
4

小
計

0.
6

0.
6

0.
4

0.
4

総
計

72
.1

27
.9

10
0.
0

73
.6

26
.4

10
0.
0

49
.4

50
.6

10
0.
0

64
.4

35
.6

10
0.
0

68
.7

31
.3

10
0.
0

76
.0

24
.0

10
0.
0

52
.1

47
.9

10
0.
0

(注
)
表
3－
1
に
も
と
づ
い
て
作
成
。
な
お
,
表
3－
1
の
注
記
を
参
照
。



敦羊毛ニ就テ苛酷ノ弁金ヲ請求シタルガ如キ，引合先トシテハ最モ不良ノ方ナレトモ，何分

同社ノ注文ヲ握ラデハ，当社ノ買付人トシテノ地位ヲ下ゲルタメ，何事モ先方ノ無理ヲ受入

レ居ル次第ナリ」としている。物産を通ずる日本毛織の買付量は大きかったとはいえ，その

比率はやや低下している。松本重太郎を社長とし，稲畑勝太郎が生産面を担い，京都・大阪

の有力染織業者と洋反物商を結集して1896（明治29）年 1 月に設立されていた毛斯綸紡織

（大阪）については，
14）
｢大阪モスリン会社ハ，三井第一，兼松第二，飯田第三ノ関係ナリ，

同社ハ本邦諸会社中最モ優等品ヲ欲スル会社ニシテ，指値モ相当ニ出スタメ，今後共其注文

ノ大部分ヲ引受ケタシ，尤モ同社ガ品質ノ統一ヲ図リ，従来通リノ優等原毛ニ重キヲ置ク方

針ナラバ，今後ハ前々期ノ如ク no limit ノ注文ヲ与フラレル必要アリ」とする。そして，

1896（明治29）年 2月に東京府日本橋区の洋反物商と三井の主導により，三井高保が発起人

に名をつらね，南葛飾郡吾嬬村に資本金100万円をもって設立された東京モスリン紡織につ

いては，
15）
｢東京モスリン会社ハ，三井第一，兼松第二，飯田第三ナリ，年来ノ買付ニヨリ同

社需要ノ品質ハ当方ノ熟知スル処トナリ，同社ニ於テモ亦当方買付伎倆ニ信頼サレ居ル為メ，

今後共多数注文ノ獲得ヲ期待セリ，尚同社ハ金融ノ点ニ於テモ当社ニ依頼スルコト最モ大ナ

リ」としている。また千住製絨所や陸軍被服廠との取引に関しては，｢千住製絨所ハ，入札

ノ形式デ注文ヲ発シ，最低価ヲ入レタル所ガ注文ヲ握ル訳ニテ，昨年度ハ当社ハ約一千俵ヲ

取扱ヒシモ，此ノ程打切，商内ハ羊毛相場及ビ為替ノ危険ヲ伴ヒ，今後ハ見合ハセタシ｣,

「陸軍被服廠ハ，委託注文ヲ出スモ□ナルハ，同時期ニ同一品質ニ対シ同一ノ指値ヲ各社ニ

出シ，然カモ其ノ競リ合ヒヲ避ケヨト云フ事ナリ，昨年度納入品ノ結果ハ，兼松ハ値段ニ於

テ安ク，当社ハ品質ニ於テ良好ナリシコトナリ」としている。

1930（昭和 5）年以降の若干の年次については，豪州羊毛の買付をめぐる日本の商社各社

と主要毛織会社の取引状況が判明するので，1930年の場合を表 4に示しておこう。シドニー，

ブリスベン，メルボルンなどを含めた1930年の豪州羊毛の商社各社の買付量は，同表による

と，兼松，物産のそれが他の商社より大きくなっており，この年は兼松が物産をやや上回っ

ていた。そして，三菱商事がそれに続き，さらに高島屋飯田，大倉，岩井商店，日本綿花が

続いていた。これらの商社各社の毛織会社別買付量をみると，三井物産，三菱商事の買付は

他の商社と比較して関東方面の毛織会社との取引によるものが相対的に多くなっていたが，

兼松，高島屋飯田，大倉，岩井商店，日本綿花の羊毛買付は関西方面の毛織会社との取引に

よるものが多くなっており，買付数量の 7，8 割から 9 割以上をしめていた。兼松の買付は，

日本毛織や日本毛織の技術面を担った谷江長によって1922（大正11）年 6 月資本金150万円

をもって設立された伊丹製絨所な
16)
どとの取引によるものが多かったのであり，高島屋飯田，

大倉の買付は，日本毛織との取引によるものが多かった。岩井商店は，1922（大正11）年 2

月岩井勝次郎を社長として資本金400万円で設立された中央毛糸紡績と
17)
の取引によるものが
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中心をなしており，日本綿花の買付は，日本毛織や日本毛糸紡績などとの取引によるものが

多かった。他方，三井物産の買付は，日本毛織，伊丹製絨所などの関西方面の毛織会社と関

東方面の東京モスリン紡織などとの取引によるものが主要なものであり，三菱商事の買付は，

日本毛織，日本毛糸紡績，東京モスリン紡織などとの取引によるものが多かったのである。

三井物産，三菱商事の羊毛買付の進展は，日本毛織などを中心とする関西方面の毛織会社と

のちに大東紡織となる東京モスリン紡織などの関東方面の毛織会社との取引の拡大を通じて

みられたものであったと思われる。

4 お わ り に

物産シドニー支店の「考課状」は，｢兼松ハ日本向羊毛買付商中最古ノ歴史ヲ有スル商社｣

（1924（大正13）年下半期「考課状｣）としているが，日露戦後を中心に三井物産，大倉組，

高島屋飯田の豪州進出がみられ，1920年代初めには三菱商事，日本綿花も参入していた。本

稿では，それらのなかから，三井物産の豪州進出について若干の検討をおこなった。物産シ

ドニー支店の「考課状」の検討によると，第一次大戦前にみられた兼松と物産の間の「格段

ノ差」は大戦後には拮抗するにいたっており，1920年代中葉にはそれに三菱商事が続いてい

た。物産の成長は買付技倆の向上と他社の追随を許さない金融力によるところが大きかった

とされており，三菱商事の成長は買付技倆に難があるものの三井につぐ金融力がそれを支え

ていたとする。兼松をはじめとする他の商社は金融力の面で脆弱性がみられたという。
18）

また羊毛買付をめぐる商社各社と毛織会社の関係をみても，商社間で差異があり，兼松，

高島屋飯田，大倉，岩井商店，日本綿花の羊毛買付は関西方面の毛織会社との取引によるも

のが多くなっていたが，三井物産，三菱商事の場合は，日本毛織などの関西方面の毛織会社

と東京モスリン紡織などの関東方面の毛織会社との取引を推し進めることによって，羊毛買

付の拡大をはかっていたようである。

注

本稿は，財団法人国際高等研究所で開催された数量経済史研究会（2008年 9 月 2 日― 4日）に

おいておこなった研究報告の一部を基礎にしている。同研究会において賜った貴重なコメントと

助言に謝意を表したい。本研究は，日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究(B)）(課題番

号20330072, 研究代表者 天野雅敏）の研究成果の一部である。
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と，｢各毛織会社の需要羊毛の買付は，明治四十三―四年頃迄は，現今の如く大規模では無く，

極めて小規模で毛織会社の信用程度も低かつた為め，羊毛輸入商は毛織会社を信用せず，各毛織

会社は羊毛資金調達の為め百方都合し，或る会社の如きは重役の個人保証を銀行に提供して信用

状を発行させそれを羊毛輸入商に渡し，羊毛，毛糸，及びトップの買付を依頼して居た」が，

｢明治四十四―五年頃より大倉，兼松，三井，高島屋等四社の羊毛輸入商は，注文獲得競争の結

果，注文主に信用状を発行せしめず，輸入商自身信用状を発行して羊毛買付に従事し，日本へ羊

毛到着後六十日若しくは九十日の手形で各社とも取引をなし，全然無担保取引の状態となつて今

日に及んで」いた。｢輸入商は，各毛織会社より所要羊毛の注文を受けた時は，その買付に要す

る資金は，前借付の信用状を横浜正金銀行又は外国銀行を通じて開設し，各輸入商の豪州支店は，

右信用状によつて羊毛の買付に当り，買付後二週間内に現金の支払を為し，豪州より日本向積出

を行」い，日本に到着後は，｢各注文主指定の工場又は倉庫へ持込むものであるが，その場合，

注文主は持込後六十日又は九十日目払の手形又は豪州よりの輸入手形期日に支払をなすもので」

あったという。｢日本の毛織工業が過去十年間に長足の進歩を遂げたのは，日本の毛織物需要が

急増した事に起因し，且つ毛織工業の技術の進歩に依ることは疑を容れない処であるが，羊毛輸

入商が無担保，無制限に，競争的に原料を薄口銭で供給したことも亦一大原因たることは，看過

すべからざる事実である」とする。そして，｢豪州羊毛の研究に就ては，明治四十年より大正四
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―五年頃迄は，羊毛輸入商の方が遥かに発達して居つて，日本の毛織会社へ羊毛の種類，品質，

歩留，番手，分類法等を指導して来た」(同書，489ページ）としている。
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